
道路交通騒音予測

各種騒音対策による道路交通騒音低減効果

●JARIで開発した道路交通騒音予測モデルによる予測

●ミクロ交通流モデルを導入し，時々刻々変化する車両挙動を推計

●車両の音源モデルとして，パワーユニット系騒音とタイヤ

●音源の特性が変化した場合の道路交通騒音への影響の予測が可能

●非定常交通流となる交差点付近についても，時系列的な騒音予測が可能
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による評価による評価による評価による評価

道路交通騒音予測

道路交通騒音低減効果の予測

で開発した道路交通騒音予測モデルによる予測

●ミクロ交通流モデルを導入し，時々刻々変化する車両挙動を推計

●車両の音源モデルとして，パワーユニット系騒音とタイヤ/路面騒音を分離して計算

音源の特性が変化した場合の道路交通騒音への影響の予測が可能

非定常交通流となる交差点付近についても，時系列的な騒音予測が可能

400m400m400m400m

交通流計算範囲交通流計算範囲交通流計算範囲交通流計算範囲

騒音計算範囲騒音計算範囲騒音計算範囲騒音計算範囲

時 間  [s]

騒
音

レ
ベ

ル
 
[
d
B

]

数値はLAeq, dB



交差点1

対象地域の対象地域の対象地域の対象地域の

道路道路道路道路,交通条件交通条件交通条件交通条件

の設定の設定の設定の設定

交通流の推定交通流の推定交通流の推定交通流の推定

各車両の走行状態の推定結果
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信号信号信号信号-1

予測フローと予測条件の設定

受音点までの伝搬計算

全車両の発生騒音の合成

各車両の各車両の各車両の各車両の

発生騒音の推定発生騒音の推定発生騒音の推定発生騒音の推定

騒音の伝搬，騒音の伝搬，騒音の伝搬，騒音の伝搬，

LAeqの計算の計算の計算の計算
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予測可能な項目
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予測可能な項目

●発生源対策

自動車，タイヤなどの各種騒音規制

●道路構造対策

低騒音舗装の敷設，環境施設帯の設置

●交通流対策

速度制限，信号制御，大型車乗り入れ規制など

●沿道対策

緩衝空間(公園，緑地)の設置など

交差点2 交差点3 交差点4

道路条件

・車線数，道路寸法

・制限速度

・信号制御

交通条件

・車種別交通量

各車両の走行状態

位置，速度，加速度，

エンジン回転数

各車両の走行状態の推定結果
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各車両の発生騒音の

受音点までの伝搬計算

全車両の発生騒音の合成
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S : エンジン回転数 [rpm]
L : 負荷率 [%]

タイヤタイヤタイヤタイヤ/路面騒音路面騒音路面騒音路面騒音
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V : 走行速度 [km/h]

騒音の 時系列変動
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信号制御

低騒音舗装

(二層式排水性舗装)

環境施設帯

自動車，タイヤ

の低騒音化

(JARI･EV車･ｼｰﾀ)


